
研修会『葬儀におけるマナー』
突然の葬儀でのマナーにみなさんは困ったことはありませんか。

そんな時にとても役立ちそうな、埼玉弁護士会主催の研修会「葬儀におけるマナー」に参加してきました。

おもなテーマは宗派による焼香と弔問のマナー。

今回は宗派による焼香の違い、焼香の考え方、献花の行い方、香典の相場、香典の上書き、お墓についての講座でしたが、
私にとって普段知っているようで、実は知らないことばかりだったので、とてもためになる研修会でした。

その中のいくつかを、こちらで紹介したいと思います。

仏教の場合、宗派によって、焼香の回数、お香のあげ方に違いがあるので、自分の宗派の作法を知っておきましょう。

私は正直、恥ずかしいことに自分の宗派もあやふやで、作法もよく知りませんでしたが、
例えば、私の宗派、曹洞宗の場合、
　焼香は回数にこだわりはないが通常2回。
　香を額にいただいて、1回。
　香を額にいただかないで、そのまま1回。

このように、宗派によって作法が異なると、葬儀の時に、
ご遺族の宗派と自分の宗派とどちらに合わせるのが、迷ったりしそうですが、
圧倒的に自身の宗派の作法でする場合が多いそうです。
やはり、自分の宗派の作法を覚えておくといいようです。
ただし、親族として参列する場合は、ご遺族の宗派の作法に合わせるそうです。

実演を交えたキリスト教の献花、神道の玉串礼拝の行い方も大変参考になりました。
以前、神道の葬儀に参列した時は、
前の方のやり方を見よう見まねでしていましたが、今後もしもの事があった時は、恐らく大丈夫だと思います。

参列の時のお辞儀の回数についての実演もありましたが、これには少し驚きました。

まず右側に座っている、喪主に一礼
　↓
故人、遺影に向かって一礼
　↓
焼香、故人に合掌
　↓

https://saitamasogo.jp/archives/68756


喪主に一礼

葬儀の時、私も今まではもう2，3回多くお辞儀をしていましたが、たったこれだけでいいそうです。

また研修会では、こんな質問がありました。
Ｑ．受付の人に香典を渡すとき、なんと言って渡せばいいですか。
Ａ．渡す相手はご遺族の方ではないので、「お願いします。」でいいです。

Ｑ．通夜と葬儀の両方に行った場合、香典は先に渡せばいいですか。
Ａ．香典は本来葬儀で渡します。

以上のように、とてもためになる研修会でしたので、今後もこのような機会があれば、
是非参加したいと思います。

事務局　Ａ
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Ｉ’ｍ　ＰＲＯＵＤ
埼玉総合法律事務所に入所して、あと３ヶ月ほどで１０年目に入ります。

瞬く間に時間が過ぎて、アラサーからアラフォーになりました。

当事務所は、比較的、立場の弱い方、経済的に困窮している方からのご相談も、率先してお伺いしています。私達所員、日々研鑽に励んで
います。

通常の法律業務だけでなく、平和、労働、貧困などへの活動に関われることも、当事務所の魅力の一つです。活動を通じて、他の法律事務
所の方や地域の諸団体の方ともたくさん出会えました。

そんな事務所にいさせてもらえることが、私の密かな誇りであったりするのです。

 

事務局　M
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全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団
7月21日、全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団（東京弁護団埼玉支部）が発足し、記者会見を行いました。

会見の様子はこちら。

◆全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団ホームページ

各社マスコミに取り上げて頂きました。

◆産経新聞

◆毎日新聞

◆東京新聞

 

B型肝炎はB型肝炎ウイルス（HBV）が血液・体液を介して感染して起きる肝臓の病気です。

幼少期に受けた集団予防接種等（昭和23年７月１日から昭和63年１月27日までの間に限る）で、注射器が連続使用されたことによっ
てＢ型肝炎ウイルスに持続感染したとされる方々が、国に対して損害賠償を求めて集団訴訟（Ｂ型肝炎訴訟）を起こしました。

裁判所の仲介の下で和解協議を進めた結果、平成23年６月に、国と原告（Ｂ型肝炎ウイルスに持続感染したとされる方々）との間で「基
本合意」をむすび、賠償金として「給付金」を支給するための特別措置法が成立されました。

全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団は、Ｂ型肝炎ウイルスに持続感染したとされる方々と一緒に20年以上闘った全国Ｂ型肝炎弁護団の埼玉支部
になります。

給付の対象となる方の認定は、裁判所において、救済要件に合致するかどうか、証拠に基づき確認していくこととなります。
このため、この給付金を受け取るためには、国を相手とする国家賠償請求訴訟を提起して、国との間で和解等を行っていただく必要があり
ます。

給付金の対象となるのは、集団予防接種等（昭和23年７月１日から昭和63年１月27日までの間に限る）の際の注射器の連続使用によ
り、
Ｂ型肝炎ウイルスに感染した方と、その方から母子感染した方（これらの方々の相続人を含む）です。
病態に応じ50万～3600万円等が支払われます。
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もしお心当たりのある方がいらっしゃいましたら、経験と専門知識のある全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団にご相談してみてはいかがでしょう
か。

埼玉県内各地でも無料法律相談を開催しております。

無料相談会日程一覧はこちら。

お問合せ電話番号は、048-862-0377(平日9:00～17:00)

詳しくはこちらのホームページをご覧ください。

 

 
事務局Ｏ
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事務所旅行に参加して
 
 
先日、事務所旅行で新潟へ行ってきました。
所員全員での参加はなかなか難しいですが、それでも普段事務所に在席している事が少ない先生たちとふれ合える、貴重な時間です。
 
白糸の滝でマイナスイオンを浴び、きのこづくしのランチで腹十二分目、月夜野びーどろパークではガラス食器の美しさに悶絶、笹団子体
験では笹の葉をしばる紐の結び方に悪戦苦闘、日本酒試飲ではいい旅夢気分、と短い時間の中、所員みんなで色々な体験ができました。
 
濃密な時間を過ごした後、自宅でお土産に買ったお米を炊き、ツヤツヤのご飯をあおさの味噌汁で流し込む。至福の時でした。
 
旅行先で、その土地でしか味わえない自然や食べ物を堪能するのが大好き。
自宅の布団に入り、「やっぱり家が一番」とつぶやく瞬間も大好き。
 
事務所の仲間と行く旅行も格別でした！
 
 
事務局　深井
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都知事選
７月の参議院議員選挙が終わって間もなく、７月１４日に東京都知事選挙が告示されました。
私は埼玉在住なので、直接選挙には関係がありません。
しかし、東京都に住む親類や友人がたくさんおり、他人事とは思えません。

都知事に望むこと、クリーンで税金を正しく・使うべきところに使ってくれる人、これに尽きます。
政策では、都内で暮らす小さな甥っ子の行く末を案じる叔母としては、保育園の待機児童問題の解消など、大人だけでなく、未来ある子供
たちにとって住みよい東京都にしてくれる方を切に望みます。

その為にも、有権者の方々には、各候補者の政策等を良く見聞きし、メディアなどの情報に惑わされることなく、自分の理想とする候補者

https://saitamasogo.jp/archives/68619


に１票を投じてほしいものです。

 

（事務局　H）

 

 

こどもたちに平和を
 

広島平和記念公園にある原爆の少女像のモデルである佐々木禎子さん。
佐々木禎子さんは２歳のときに広島市に投下された原子爆弾によって被爆しました。戦後、彼女は白血病に苦しみます。彼女は病床で回復
を願い、折り鶴を何羽も折ります。しかし、満１２歳で亡くなりました。

映画『サダコの鶴～地球をつなぐ～』（監督　増山麗奈／脚本　増山麗奈　寺沢鳴海／企画・制作　アースアートファクトリー）は、
佐々木禎子さんを取り上げた作品です。
映画の中で印象に残ったシーンがありました。（シーンはフィクションです。）
被爆して命を失った少女－サダコちゃんは２０１５年に生まれ変わります。そして、現代の戦争の場面を見ます。

https://saitamasogo.jp/archives/68457


－兵隊が子どもを誤爆。動かない子ども。子どもを抱いて悲しむ親の姿－

過去に争いの犠牲となったサダコちゃんが見る　－今。

世界では今もなお、銃弾や爆弾が飛び交う中、不安で怯えている子どもがたくさんいることを改めて思い知らされました。

私には２歳の娘がいます。娘のプクプクした柔らかい小さな手を握る度に思うのです。この子の触れるものが、生きている世界が、どうか
平和に満ちたものでありますように。

娘がたんぽぽの綿毛をフウっとふき、綿毛はフワフワと飛んでいきました。綿毛が飛び交う中、何の不安もなく、ただ無邪気に、笑顔をみ
せる娘。

綿毛は空高く飛んでいきました。

この空の下にいる世界中のこどもたちに、不安のない生活を、笑顔あふれる日常を、希望ある未来をー。

（事務局　Ｅ）

 

 

自由法曹団　埼玉支部総会に参加して
去る４月２３日、自由法曹団埼玉支部総会が行われました。

https://saitamasogo.jp/archives/68111


支部総会は、午前１０時～午後５時まで、みっちり行われ、午前中は、年金裁判、労働法制、給費制、原発問題、生活保護裁判･･･等
団員の先生方の活動報告が行われました。

特に、福島原発事故原状回復請求訴訟の報告では、浪江町で、人々が強制退去させられ、多くの家畜動物が餓死し、異臭を放つ現場を訪問
した先生の報告や、街の売店には３月１１日の新聞がそのままで置かれている様子などを伺い、改めて問題の大きさを実感し、被害に遭い、
弱い方の為に活動されている先生方へ頭が下がる思いでした。

午後は、埼玉県と戦争法の講演から始まり、参院選をめぐる憲法問題の討議、そして、最後に自由法曹団埼玉支部の歴史についての特別講
演がありました。

戦争法の講演では、戦争できる国づくりが埼玉でも進んでいる現状や、朝霞市には、防衛庁の秘密の基地局があり、その周辺は異常な警備
態勢である様子などを知り、恐怖を感じました。

歴史の講演では、１９７５年に結成された埼玉支部の初代の事務局長に当事務所の弁護士宮澤洋夫が就任していた事や、４０年の歴史の中
での出来事を勉強できました。

今回は、２年ぶりの支部総会への参加でしたが、普段、先生方がどのような活動を行っているのかを改めて知る事が出来、とても有意義な
時間を過ごすことができました。

 

事務局　Y
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マイナンバー制度勉強会
先月、埼玉弁護士会主催のマイナンバー制度勉強会に行って参りました。

講師は、共通番号いらないネットの白石孝氏、「マイナンバー制度の仕組みと問題点」というテーマでした。
印象に残ったのは、韓国での被害実態です。
住民登録番号制度が導入されている韓国では、個人情報の大量流出、成りすまし被害が深刻化しています。
２００８年から２０１４年までの７年間で、わかっているだけで２億３７１９万人分の個人情報が流出しているそうです。韓国の人口は約
５千万人ですから、一人につき４～５回漏れていることになります。
例えば、健康保険公団の職員を介して、結婚前に相手の病歴などの個人情報を盗用するのは、珍しいことではないそうです。そんな状況な
ので、大統領一家の個人疾病情報は、健保公団のデータベースには入っていないとか。

日本では、政府がロードマップなるものをつくって、マイナンバー制度のさらなる拡充を狙っています。導入当初は、社会保障、税、災害
対策分野に限定されていますが、最終的には、生体データ(顔認証)まで紐付され、オリンピック会場の入館規制にも使用される予定とか。
ちょっと怖いなと感じます。
情報が紐付されればされるほど、ハッカーにとって、番号の価値は高まります。政府は「中間サーバをおいて符号化するから安全」と説明
していますが、むしろ世界中のハッカーがその中間サーバを狙っているそうです。
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人が暮らすうえでは、効率より安全の方が大事です。
国民のひとりとして、この制度について、もっと知る必要があると思いました。

 

事務局　荻原

 

映画「日本と原発　４年後」を観て
 
  弁護士が作成したドキュメンタリー映画という事で、期待せずに観に行きましたが、もう一度観たいと思うほど、とても良かったです。
  たくさんの人に観てもらいたいと思いました。
 
  広範囲な原発問題を、原発訴訟の様子や、被災者や有識者へのインタビューを交えながら、図解等によりわかりやすく説明をしてもら
いました。
  とても勉強になり、知識が得られたと思います。
  出演している弁護士の河合弘之先生がとてもチャーミングなキャラクターなので、堅苦しい様子は全くありませんでした。
 
 
  今も苦しみ続けている被災者の話や、放射能に汚染されて人が住めなくなった町の様子は、とても切ない気持ちになりました。
  対して国は、無責任な考えで原発の再稼働を進めている事実には呆れてしまいました。
 
  この映画をたくさんの人が観て、１人１人の問題意識が高まり、原発が無くなればいいと思いました。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/04/kouennkai.jpg
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事務局　Ｙ
 
 

 
 

マイナンバー法　学習会
事務所の所員向けに、マイナンバー法の学習会をおこないました。
講師は、第一経理の社会保険労務士、加藤深雪先生にお引き受けいただき、
約１時間の講義の後、１０分程度の質疑応答がありました。

基礎的な内容を中心に、この制度の問題点にも触れつつ、わかりやすい説明で、
改めて考えさせられる良い機会となりました。

所員からは、様々な感想がありました。
「わかりやすくて、よかった。(この制度について)ちょっとしたこわさも感じた。」
「私はみんなオープンでいいと思っているので、う～ん。」
「個人カードをまだ受け取っていないけど、受け取らないで闘おうと思った。」

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/02/nihontogennpatu.jpg
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「国民みんなが拒否したら、この制度は成り立たないと思った。」

私自身は、数年先を見据えたロードマップが、印象に残りました。
当初は、税と年金に利用が限定される話だったのに、ものすごい勢いで広がっていく、
ここまで管理国家になる必要があるのかなと、大いに疑問に感じました。

（事務局 荻原）
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